
　３月３日の桃の節句を前に、町立岩橋保育園の遊戯室にひな人形が飾られました。
女の子の健やかな成長を願い毎年飾られているもので、りりしい内裏雛と五人囃子が
並んだ立派な七段飾り。（写真は年長さんの女児園児１２人）
　同園では３月3日に、園児たちみんなでひな人形を囲んで、細巻ずしと雛菓子を
食べてお祝いをするそうです。
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受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

髙
たかさき

﨑　輝
て る お

夫さん
（墨）

　
令
和
元
年
７
月
の
参
議
院
選
挙

に
お
い
て
、
よ
く
そ
の
職
務
に
精

励
し
、
そ
の
成
績
が
特
に
顕
著
で

あ
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

を
対
象
と
す
る
「
第
25
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
表
彰
」、
お
よ
び

多
年
選
挙
運
動
な
ど
で
特
に
功
績

顕
著
な
選
挙
管
理
委
員
な
ど
を
対

象
と
す
る
「
選
挙
制
度
１
３
０
周

年
記
念
総
務
大
臣
感
謝
状
」
を
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
髙
﨑
輝
夫

委
員
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
﨑
委
員
長
は
、
平
成
15
年
か

ら
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め

ら
れ
、
そ
の
後
、
平
成
25
年
か
ら

委
員
長
と
し
て
選
挙
啓
発
な
ど
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
４

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

総
務
大
臣
表
彰

選
挙
制
度
１
３
０
周
年
記
念

総
務
大
臣
感
謝
状

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
の

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら

れ
る
教
育
功
労
賞
と
、
学
芸
や
ス

ポ
ー
ツ
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
児
童
・
生
徒
に
贈
ら
れ
る
教

育
奨
励
賞
の
表
彰
者
選
考
に
お
い

て
、
今
年
度
の
受
賞
者
を
決
定
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

　
呉
輔
仁
さ
ん
は
、
町
内
で
開
業

医
と
し
て
ご
活
躍
の
傍
ら
、
長
年

に
わ
た
り
町
内
小
中
学
校
の
学
校

医
を
務
め
ら
れ
、
学
校
保
健
活
動

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。呉

くれ

　輔
すけひと

仁さん
（佐倉市）

　
梅
村
義
成
さ
ん
は
、
町
内
で
開

業
医
と
し
て
ご
活
躍
の
傍
ら
、
長

年
に
わ
た
り
町
内
小
中
学
校
の
学

校
歯
科
医
を
務
め
ら
れ
、
学
校
保

健
活
動
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
猪
鼻
慎
二
さ
ん
は
、
13
年
間
に

わ
た
り
、
町
内
小
学
校
の
教
諭
・

校
長
、
お
よ
び
酒
々
井
町
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
長
と
し
て
酒
々

井
町
の
学
校
教
育
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

梅
うめむら

村　義
よしなり

成さん
（中央台）

猪
いのはな

鼻　慎
し ん じ

二さん
（佐倉市）

教
育
功
労
賞

教
育
奨
励
賞

令
和
元
年
度
千
葉
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル

第
１
部
（
小
学
校
１・
２
学
年
の

児
童
を
対
象
）
特
選
（
千
葉
県
知

事
賞
）

第
48
回
印
旛
地
区
小
学
校
陸
上
競

技
大
会　

６
年
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

第
１
位

第
35
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会　
千
葉
県
選
考
会

６
年
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

第
１
位

第
35
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会　

６
年
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

第
６
位

第
73
回
千
葉
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会　
陸
上
競
技
の
部

女
子　
共
通
砲
丸
投　
第
１
位

第
47
回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大

会　共
通
女
子
砲
丸
投　
第
６
位

第
46
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

女
子
砲
丸
投　
第
９
位

第
44
回
千
葉
県
中
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会　

女
子　
共
通
砲
丸
投　
第
１
位

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校

教
育
班
☎

３
１
１
・
３
１
２

川
かわはら

原　希
の の か

々花さん
（酒々井小２年）

前
ま え だ

田　拓
ひ ろ き

輝さん
（酒々井小６年）

オボルディ　衣
え の ほ

乃帆さん
（酒々井中２年）

教
育
委
員
会
表
彰
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感
染
症
予
防
に
は
、
風
邪
や
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同

様
に
「
手
洗
い
・
う
が
い
・
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
の
通
常
の
感
染

症
予
防
対
策〈
図
〉が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時

は
外
出
を
ひ
か
え
、
休
養
を
と

り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
感
染
症

予
防
と
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

対
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
２
月
17
日
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
相
談
・

受
診
の
目
安
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
発
熱
な
ど
の
風
邪
症
状
が
出
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

場
合
は
、
学
校
や
仕
事
を
休
み
外

出
を
ひ
か
え
た
上
で
、
体
温
を
毎

日
測
っ
て
記
録
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
の
症
状
が
あ
る
方

は
、「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
風
邪
の
症
状
や
37
．
５
℃
以
上

の
発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い

る
。（
解
熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
を
含
む
）

○
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息

苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る
。

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な
ど
が
あ

る
方
は
、重
症
化
し
や
す
い
の
で
、

上
記
の
症
状
が
２
日
程
度
続
い
た

場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
中
の
方
は
、
念
の
た
め
重

症
化
し
や
す
い
方
と
同
様
に
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
小
児
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
重
症
化
し
や
す
い
と
の
報
告
は

な
い
た
め
通
常
の
人
と
同
じ
対
応

で
す
。

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印
旛

保
健
所
）

☎
（
４
８
３
）
１
４
６
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
電
話
相
談
窓
口

千
葉
県
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
２
３
）
２
６
４
０

受
付
時
間　

９
時
～
17
時
（
土
・

日
・
祝
日
も
実
施
）

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
０
１
２

０
（
５
６
５
）
６
５
３

受
付
時
間　

９
時
～
21
時
（
土
・

日
・
祝
日
も
実
施
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
、
千
葉

県
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

広告

＜図＞感染症予防対策
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運
転
免
許
証
を
有
し
て
い
な
い

満
75
　
歳
以
上
の
方
な
ど
の
タ
ク
シ

ー
利
用
を
助
成
す
る
、
高
齢
者
外

出
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の

申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

対　

象

　
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

さ
れ
て
お
り
、
満
75
歳
以
上
の
方

で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る

方①
運
転
免
許
証
を
有
し
て
い
な
い

方②
病
気
な
ど
に
よ
り
自
動
車
な
ど

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

（
運
転
で
き
な
い
期
間
が
対
象
）

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
対
象

者
は
選
択
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
受
給
期
間
に

限
り
対
象
外
で
す
。

助
成
内
容

・利
用
助
成
券
（
１
枚
５
０
０
円
）

を
１
カ
月
に
つ
き
４
枚
の
割
合
で

年
度
分
を
交
付
し
ま
す
。

・
年
度
途
中
は
、
申
請
し
た
月
か

ら
の
年
度
分
を
交
付
し
ま
す
。

利
用
方
法

・
利
用
可
能
区
域
は
、
町
内
の
移

動
の
み
で
１
回
の
乗
車
に
つ
き
、

運
賃
を
超
え
な
い
範
囲
で
一
人
２

枚
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。（
二
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
も
利
用
可
能
で

す
。）

・
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し
た
際
、
利

用
助
成
券
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
を
運
転
手
に
提
示
し
、
料
金

を
支
払
う
と
き
に
利
用
助
成
券
を

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

潤
間
乗
用
自
動
車
㈲
☎
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）０
１
２
０（
４
９
８
）

１
５
１

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
印
鑑
（
認
め
印
可
）

〇
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

〇
対
象
①
の
方　
運
転
経
歴
証
明

書
、
ま
た
は
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書

※
証
明
書
な
ど
が
な
い
場
合
は
、

申
請
書
の
確
認
書
欄
に
記
入
す
る

こ
と
で
申
請
で
き
ま
す
。

〇
対
象
②
の
方　
医
師
等
の
診
断
書

受
付
開
始
日　
３
月
25
日
㈬

※
令
和
元
年
度
分
の
利
用
助
成
券

は
、令
和
２
年
４
月
1
日
㈬
以
降
、

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
５

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
方
で
、
自
主
返
納
時
の
年
齢
が

満
70
　
歳
か
ら
74
　
歳
ま
で
の
方
の
タ

ク
シ
ー
利
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

さ
れ
て
お
り
、
平
成
31
年
４
月
１

日
以
降
に
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
、
返
納
時
の
年
齢
が
満
70
歳

か
ら
74
歳
の
方

助
成
内
容

　
利
用
助
成
券（
１
枚
５
０
０
円
）

を
40
枚
交
付
し
ま
す
。

利
用
方
法

　
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
券
と
同
様
で
す
。

有
効
期
限

　
75
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
。
た

だ
し
、
73
歳
の
誕
生
日
以
降
に
返

納
し
た
方
は
、
返
納
し
た
日
か
ら

２
年
間

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
印
鑑
（
認
め
印
可
）

〇
運
転
経
歴
証
明
書
、
ま
た
は
運

転
免
許
取
消
通
知
書

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
５

　
ご
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
、
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式
に
よ
る

「
し
す
い
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
次
の
３
点
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
も
兼
ね

て
い
ま
す
の
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
時
は
児
童
の
利
用
が
優
先
と

な
り
ま
す
。

②
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
す
の

で
、
お
迎
え
に
行
く
時
間
、
目
的

地
へ
の
到
着
時
間
に
遅
れ
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
通
常
の
タ

ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
区
域
・
利
用
料
金

・町
内
全
域
（
さ
く
ら
斎
場
含
む
）

３
０
０
円
／
回　
　

・
病
院
（
成
田
日
赤
病
院
・
日
医

大
北
総
病
院
）
５
０
０
円
／
回

運
行
日　
平
日
（
土
・
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
）

運
行
時
間　
８
時
～
17
時
（
最
終

乗
車
は
16
時
30
分
）

利
用
方
法　
事
前
に
社
会
福
祉
協

議
会
で
利
用
登
録
、
お
よ
び
利
用

券
の
購
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

予
約
は
利
用
さ
れ
る
日
の
７
日
前

か
ら
予
約
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
☎
（
４
８
１
）
６
０

０
０
（
受
付
時
間
７
時
30
分
～
16

時
30
分
）

問
い
合
わ
せ　
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
の
申
請
受
け
付
け
を
開
始

令
和
２
年
度

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
の
ご
利
用
に
つ
い
て

し
す
い
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
の

ご
利
用
に
つ
い
て

　重度心身障害者などの外出を支援す
るため、タクシーを利用した場合に料
金の２分の１の額（1,000円を上限）
を助成する福祉タクシー利用券を年間
30枚交付しています。
　対象者は、原則身体障害者手帳２級
以上の方、療育手帳Ａ以上の方、介護
保険法に基づく要支援２、または要介
護１から５の認定を受けている方が対
象となります。
　助成を受けるためには、事前に手続
きが必要となりますので、詳しくは健
康福祉課までお問い合せください。
問い合わせ　健康福祉課福祉班☎
１３５

福祉タクシー事業の
ご利用について
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満
65
歳
以
上
の
方
が
、
は
り
、

き
ゅ
う
、あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ま
た
は
指
圧
の
施
術
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
施
術
利
用

助
成
券
の
申
請
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

対　

象

　
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

さ
れ
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

助
成
内
容
・
利
用
方
法

・
利
用
助
成
券
（
１
枚
１
０
０
０

円
）
を
１
カ
月
に
つ
き
２
枚
の
割

合
で
年
度
分
を
交
付
し
ま
す
。

・
利
用
可
能
な
施
術
所
は
、
健
康

福
祉
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
度
途
中
は
、
申
請
し
た
月
か

ら
の
年
度
分
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
印
鑑
（
認
め
印
可
）

〇
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

証
、
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
な
ど
）

受
付
開
始
日　
３
月
25
日(

水)

※
令
和
元
年
度
分
の
利
用
助
成
券

は
、令
和
２
年
４
月
１
日
㈬
以
降
、

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
５

　
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
へ
、
町
が
指
定
す
る
写
真
店

で
お
二
人
の
写
真
を
撮
影
し
、
台

紙
な
ど
に
入
れ
た
記
念
品
が
受
け

と
れ
る
引
換
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
・
申
請
期
間　
町
内
に
居
住

し
、住
民
登
録
を
さ
れ
て
お
り
、

〈
表
〉
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
ご
夫
婦

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
印
鑑
（
認
め
印
可
）

〇
婚
姻
し
た
こ
と
が
わ
か
る
戸
籍

謄
本
、
ま
た
は
抄
本

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
５

　
60
歳
未
満
の
会

社
員
や
公
務
員
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
（
第
２
号
被
保

険
者
）
が
退
職
さ

れ
た
場
合
は
、
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入

手
続
き
が
必
要
で
す
。
そ
の
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配

偶
者
の
方
（
第
３
号
被
保
険
者
）

も
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
種

別
変
更
手
続
き
と
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
未
満
の
第
３
号
被

保
険
者
の
方
で
、
第
２
号
被
保
険

者
の
配
偶
者
が
65
歳
を
超
え
た
場

合
や
離
婚
し
た
場
合
な
ど
も
、
第

１
号
被
保
険
者
と
な
り
種
別
変
更

手
続
き
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
年
金
手

帳
・
退
職
日
が
わ
か
る
書
類
な
ど

を
持
参
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
国

保
年
金
班
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１
・
１
２
２

施
術
利
用
助
成
券
の

申
請
受
け
付
け
を
開
始

結
婚
50
周
年
夫
婦
記
念
品
支

給
事
業
の
ご
利
用
に
つ
い
て

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

＜表＞対象・申請期間
項目 ① ② ③

50周年を
迎える日

平成31年1月1日
〜

令和元年12月31日

令和2年1月1日
〜

令和2年12月31日

平成18年1月1日
〜

平成30年12月31日

婚姻
した日

昭和44年1月1日
〜

昭和44年12月31日

昭和45年1月1日
〜

昭和45年12月31日

昭和31年1月1日
〜

昭和43年12月31日

申請
期限 令和2年3月31日

令和2年4月1日
〜

令和3年3月31日
令和3年3月31日

※①に該当する方の申請期限は、令和２年３月 31 日㈫までとなってい
ますのでご注意ください。

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
、

扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方

国
民
年
金
へ
の
変
更

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
令
和
元
年
台
風
15
号
か
ら
10
月

25
日
の
大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
中
小
企
業
者
が
行
う
施
設
や
設

備
の
修
繕
に
必
要
な
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
経
費

・
事
業
に
使
用
し
て
い
た
建
物
、

建
物
付
属
設
備
の
修
繕
、
ま
た
は

購
入
に
係
る
経
費

・
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
修

繕
、
ま
た
は
購
入
に
係
る
経
費

・
事
業
用
自
動
車
の
修
繕
、
ま
た

は
購
入
に
必
要
な
経
費

・
施
設
、
お
よ
び
設
備
の
復
旧
、

ま
た
は
整
備
に
要
す
る
撤
去
、
整

地
、
排
出
費
と
し
て
支
払
わ
れ
る

経
費

・
業
務
の
一
部
を
第
三
者
に
外
注

す
る
た
め
に
支
払
わ
れ
る
経
費

※
右
記
の
補
助
対
象
と
な
る
に

は
、
各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
率　
４
分
の
３
（
限
度
額
１

千
万
円
）

申
請
期
間　
４
月
30
日
㈭
ま
で

提
出
方
法　
提
出
書
類
を
酒
々
井

町
商
工
会
に
持
参
し
、
商
工
会
で

申
請
書
類
が
揃
っ
て
い
る
か
確
認

後
、
千
葉
県
商
工
労
働
部
経
済
政

策
課
補
助
金
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
千
葉
県
商
工
労
働

部
経
済
政
策
課
中
小
企
業
復
旧
支

援
補
助
金
窓
口
☎
（
２
２
３
）
３

７
２
５
、
経
済
環
境
課
商
工
観
光

班
☎

３
４
５

　
町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
納
期
の
た
び
に

金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手
間
が

省
け
、
便
利
で
確
実
な
納
付
が
可

能
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、
ご
希
望
の
取
扱

金
融
機
関
へ
預
金
通
帳
と
通
帳
印

を
ご
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
町
内
の

金
融
機
関
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
町
外
の
店
舗
で
お
申
し
込

み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
店
舗
に
口

座
振
替
依
頼
書
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
税
務
住
民
課
収
税
班
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
収
税

班
☎

１
１
７

千
葉
県
中
小
企
業
復
旧
支
援

補
助
金
の
ご
案
内
に
つ
い
て

町
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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３
月
16
日
㈪
は
、
所
得
税
、
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
町
・
県

民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
期
限
で

す
。
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
告
会
場
の
案
内
】

①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２
階
イ
オ

ン
ホ
ー
ル

受
付
時
間　
９
時
～
16
時
（
提
出

は
17
時
ま
で
）

内　

容　
所
得
税
、
贈
与
税
、
個

人
消
費
税
の
申
告
な
ど

②
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

受
付
時
間　
９
時
～
10
時
30
分
・

13
時
～
15
時（
提
出
は
17
時
ま
で
）

内　

容　
所
得
税
の
確
定
申
告
、

お
よ
び
住
民
税
の
申
告

【
お
知
ら
せ
】

・
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
と
本

人
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

・
混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
時
間

よ
り
前
に
受
け
付
け
を
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
所
得
税
の
申
告
は
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
、
中
央
公
民
館
で
は
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

り
、
収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
て

い
な
い
方
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
書
の
作
成
に
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
税
務
署
に
行
く
手
間

が
か
か
ら
ず
、
画
面
の
案
内
に
従

っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
だ
け

で
、
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
い
つ

で
も
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
い
ず

れ
も
利
用
可
能
で
す
。

作
成
コ
ー
ナ
ー
ア
ド
レ
ス

https://w
w

w
.Keisan.nta.

go.jp

※
詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
の
11

頁
、
お
よ
び
２
月
号
の
４・
５
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
国
税
に
つ
い
て
…

成
田
税
務
署
☎
０
４
７
６（
２
８
）

５
１
５
１
※
音
声
案
内
に
よ
り
ご

案
内
し
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て
…
税
務
住
民
課

住
民
税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

　平成31年度の税制改正により、現行のグリーン化特例（軽課）が２年間延長されました。
　対象車は、平成31年４月１日から令和３年３月31日までに初めて車両番号を取得した三輪、および四輪の軽自
動車で、排出ガス性能、および燃費性能の優れた車両に適用されます。
　対象車にかかる税率、および税額などの詳細については、＜表1・２＞をご参照ください。
　なお、令和２年度にグリーン化特例により軽課対象となる車両は、令和３年度から標準税額となります。
問い合わせ　税務住民課住民税班☎ １１１～１１３

軽自動車税のグリーン化特例（軽課）の延長

＜表１＞グリーン化特例適用対象車にかかる税率表
対象車 税　率

電気自動車
概ね75％減天然ガス自動車で平成30年排出ガス基準達成車、または

平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化物の排出量が少ないもの

平成17年排出ガス基準75％
低減達成車または
平成30年排出ガス基準50％
低減達成車

乗用 令和２年度燃費基準＋30％達成車 概ね50％減貨物 平成27年度燃費基準＋35％達成車
乗用 令和２年度燃費基準＋10％達成車 概ね25％減貨物 平成27年度燃費基準＋15％達成車

～
申
告
期
限
は
３
月
16
日（
月
）ま
で
～

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

＜表２＞標準税額および軽減後税額表

車　種
標準税額

（平成27年４月１日以降新規
登録車）

軽課税額

概ね75％軽減後 概ね50％軽減後 概ね25％軽減後

３輪で660cc以下 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

４輪以上で
660cc以下

自家用 乗用  10,800円 2,700円 5,400円 8,100円
貨物 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 乗用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円
貨物 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円
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男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
千
葉
県
知
事
が

委
嘱
し
、
県
や
市
町
村
と
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
行
う
「
千
葉
県
男
女
共
同

参
画
地
域
推
進
員
」
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
数　
１
人

任　

期　
４
月
１
日
～
令
和
４
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

内　

容　
月
１
回
程
度
の
会
議
へ

の
参
加
、
年
間
２
回
程
度
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
（
賃
金

な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
議
な
ど
に
参
加
し
た
際
の
交
通

費
は
県
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。）

※
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推

進
員
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
千
葉

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

https://w
w

w
.pref.chiba.

lg.jp/kyousei/contents/
suishinin/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
住
民

協
働
課
活
動
推
進
班
☎

３
６
１

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
民
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
町

で
は
令
和
４
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
と
同
じ
20
歳
を
対
象
に
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
式
典
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

20
歳
を
対
象
と
す
る
主
な
理
由

・
18
歳
は
、
受
験
や
就
職
を
控
え

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
本
人
や
家

族
に
精
神
的
、
経
済
的
に
大
き
な

負
担
が
か
か
る
。
ま
た
、
参
加
者

が
激
減
し
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。

・
18
歳
を
対
象
と
し
た
場
合
、
初

年
度
は
３
学
年
同
時
開
催
と
な

り
、
会
場
確
保
や
運
営
な
ど
に
お

い
て
問
題
や
混
乱
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

成
人
年
齢
引
き
下
げ
後
も
20
歳
を

対
象
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　
町
で
は
、
60
歳

を
迎
え
る
方
々
を

対
象
に
、
こ
れ
ま

で
皆
さ
ま
が
培
っ

て
き
た
力
を
地
域

で
活
か
す
契
機
の

場
と
し
て
「
酒
々
井
町
盛
年
式
」

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
60
歳
を
迎
え
た
後
も

多
く
の
方
々
が
引
き
続
き
働
い
て

い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

盛
年
式
の
対
象
年
齢
を
60
歳
か
ら

65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
場
合
、

盛
年
式
を
開
催
し
な
い
期
間
が
５

年
間
と
長
い
こ
と
か
ら
、
次
回
の

盛
年
式
は
今
年
度
60
歳
を
迎
え
る

方
々
（
昭
和
34
年
４
月
２
日
～
昭

和
35
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

が
63
歳
に
な
る
年
度
（
令
和
４
年

度
）
に
「
酒
々
井
町
盛
年
式
」
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
盛
年
式
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
今
後
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

盛
年
式
の
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
員
を
募
集
し
ま
す

　
今
年
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
む
す

べ
て
の
人
と
世
帯
が
調
査
対
象
と

な
る
、
国
の
統
計
調
査
で
最
も
大

規
模
で
重
要
な
調
査
で
す
。
国
勢

調
査
で
集
め
ら
れ
た
情
報
は
統
計

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
行
政
の
施

策
や
大
学
・
企
業
で
の
研
究
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
も
、
町
内
に
お
住
ま
い
の

約
９
８
０
０
世
帯
・
２
１
０
０
０

人
の
方
が
調
査
対
象
と
な
り
、

１
２
０
人
ほ
ど
の
調
査
員
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
開
始
１
０
０
年
を
迎
え
る
国
勢

調
査
に
、
ぜ
ひ
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

応
募
要
件

▼
町
内
に
住
む
満
20
歳
以
上
で
心

身
と
も
に
健
全
な
方

▼
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂

行
で
き
る
方

▼
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
の
保
護

に
責
任
を
持
て
る
方

▼
税
務
・
選
挙
・
警
察
・
興
信
所

な
ど
に
直
接
関
わ
る
仕
事
を
さ
れ

て
い
な
い
方

▼
暴
力
団
員
そ
の
他
反
社
会
勢
力

に
該
当
し
な
い
方

調
査
員
の
仕
事

▼
説
明
会
の
出
席

▼
担
当
す
る
区
域
の
確
認

▼
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説
明

と
調
査
書
類
を
配
布

▼
調
査
票
の
回
収

▼
調
査
票
の
整
理
と
提
出

調
査
員
の
従
事
期
間

令
和
２
年
８
月
中
旬
～
10
月
下
旬

（
予
定
）

調
査
員
の
報
酬

約
４
万
円
～
６
万
円
（
受
け
持
つ

世
帯
数
に
応
じ
て
変
動
）

応
募
方
法　
登
録
申
込
書
を
記
入

し
、
担
当
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。提
出
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
登
録
申
込
書
は
担
当
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.tow

n.shisui.
chiba.jp/docs/2019111200016/

応
募
先
・
問
い
合

わ
せ　
企
画
財
政

課
広
報
広
聴
班
☎

２
２
３

国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

２
０
２
０
年
は
国
勢
調
査
開
始
１
０
０
年
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千
葉
県
災
害
義
援
金
の
一
次
配
分
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
台
風
15
号
か
ら
10
月

25
日
の
大
雨
ま
で
の
一
連
の
災
害

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
て

の
、
千
葉
県
災
害
義
援
金
の
配
分

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
で
ま
だ
申
請
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
総
務
課
危

機
管
理
室
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方
・
配
分
金
額

人
的
被
害

令
和
元
年
台
風
15
号
・
19
号
お
よ

び
10
月
25
日
の
大
雨
に
よ
り
、〈
表
〉

の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
、
ま
た

は
ご
遺
族

住
家
被
害

令
和
元
年
台
風
15
号
・
19
号
お
よ

び
10
月
25
日
の
大
雨
に
よ
り
、
住

ん
で
い
た
家
屋
が
〈
表
〉
の
被
害

を
受
け
ら
れ
た
世
帯
。
な
お
被
害

の
状
況
は
「
り
災
証
明
書
」
の
記

載
内
容
で
確
認
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
「
り
災

証
明
書
」
を
取
得
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
総
務
課
危
機
管
理
室
で

「
り
災
証
明
書
」
を
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。

■
配
分
方
法

配
分
は
申
請
に
基
づ
き
、
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

人
的
被
害

人
的
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
、
ま

た
は
ご
遺
族
の
方
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

住
家
被
害

世
帯
主
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
請
方
法

窓
口
で
申
請

申
請
受
け
付
け　
月
～
金
曜
日（
祝

休
日
を
除
く
）
９
時
～
17
時

会　

場　
総
務
課
危
機
管
理
室

郵
送
で
申
請

窓
口
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
請
書
を
入
手
し
必
要
書
類
を

添
え
て
、
次
の
あ
て
先
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　
〒
２
８
５

－
８
５
１
０

酒
々
井
町
中
央
台
４

－

11　
総
務

課
危
機
管
理
室　
行

■
必
要
書
類

提
出
す
る
書
類

・
令
和
元
年
千
葉
県
災
害
義
援
金

申
請
書

※
添
付
書
類

・
重
傷
を
負
わ
れ
た
方･･･

医
師

の
診
断
書
（
写
し
可
）

・
住
家
被
害
が
あ
っ
た
方･･･

り

災
証
明
書
（
写
し
可
）

窓
口
に
持
参
す
る
書
類
な
ど

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
）

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
こ

れ
ら
の
書
類
の
コ
ピ
ー
も
申
請
書

と
一
緒
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
１
・
２
１
２
・
２
１

６

区分 説明 金額

人的
被害

死亡 災害弔慰金または千葉県災害見舞金の死亡者に該当する方 30万円
重傷 災害で１カ月以上の治療が必要な負傷をされた方 15万円

住家
被害

全壊 「全壊」と判定された世帯または被災者生活再建支援
制度の「解体」に該当する世帯 30万円

半壊 「半壊」または「大規模半壊」と判定された世帯 15万円
床上浸水 床上浸水により「一部損壊」と判定された世帯 3万円
一部損壊 「一部損壊」と判定された世帯（床上浸水を除く） 1万円

＜表＞千葉県災害義援金一次配分

◆入会してみようかな？
入会の理由で多いのは
　　健康のため・小遣い程度の収入が欲しい・地元への貢献

現在会員は　男性 120 名　女性 28名　平均年齢は 72.8 歳です
60 歳以上で、働く意欲のある方なら入会OKです　

～お気軽に☎で相談してください～

公益社団法人　酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井 167-5　　☎043-496-4077（土日祝☎受付は休みです）

入会してみた感想で多いのは
　　自分のペースで就業出来る・良い仲間と知り会えた・益々健康

広告
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　京成酒々井駅東口自転車等駐車場を利用する方は定期利用登録が必要です。また、令和元年度にリニューア
ルしたＪＲ酒々井駅西口または東口自転車等駐車場を利用する方も令和２年度から定期利用登録が必要です。
　登録資格は、利用する各駐車場に最も近い駅の改札口から直線で300メートル以上離れて居住している方
で、自転車を駐車する場合はその自転車が防犯登録を受けていることが必要です。なお、令和元年度に京成
酒々井駅東口自転車等駐車場の定期利用登録を受けている方で、４月１日㈬以降、引き続き自転車等駐車場を
利用する場合も、３月31日㈫までに定期利用登録が必要です。

令和２年度 自転車等駐車場の定期利用登録受け付け
【京成酒々井駅東口およびJR酒々井駅西口・東口】

＜表＞定期利用登録手数料

駐車場区分 利用者区分

金額（年間）

自転車 原動機付
自転車

京成酒々井駅
東口

一般 3,960円 6,600円

高校生以下 1,980円 6,600円

JR酒々井駅
西口・東口

一般 5,520円 9,000円

高校生以下 2,760円 9,000円

※町民以外の方は上記金額の 2倍になります。

受付期間　３月19日㈭～３月31日㈫
※21日・22日のみ土日も受け付けます。
受付時間　８時30分～17時
※21日・22日は９時～16時
受付会場　まちづくり課（役場分庁舎１階）
定期利用登録手数料　＜表＞のとおり
※ 令和２年度の定期利用登録分から京成酒々井駅東口

自転車等駐車場の登録手数料が改正されました。
ＩＣカード定期券発行手数料　500円（１回当たり）
※ ＪＲ酒々井駅西口または東口自転車等駐車場利用者

のみ必要です。

申請に必要なもの
① 利用者の住所・氏名・年齢を証明できるもの（運転

免許証・健康保険証・学生証など）
②印鑑（認め印可）
③各手数料
※ 自転車の定期利用登録には、防犯登録番号、車体番

号および車体の色が必要です。
※ 原動機付自転車（総排気量125cc未満に限る）を定

期利用登録する方は、標識交付証明書をお持ちくだ
さい。

※ ４月１日㈬以降、定期利用登録が必要となった方
は、前述の受付期間を過ぎても、まちづくり課で登
録を受け付けます。
問い合わせ　まちづくり課維持管理班☎ １５２

ＩＣカードデザイン

　広報ニューしすい「こんにちは　しすいっ子」のコーナーで、しすいっ子の写真を掲載してご紹介しています。
　町では掲載希望の方々を募集しています。就学前の幼児の写真、名前（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、
家族から一言をご記入のうえ、郵送またはメールでお送りください。
宛　先　〒２８５－８５１０　酒々井町中央台４－11　酒々井町企画財政課広報広聴班
　　　　  kouhou@town.shisui.chiba.jp
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎ ２２３

「こんにちは　しすいっ子」でお子さんを紹介しませんか？

JR酒々井駅西口駐輪場
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酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
令
和
元

年
10
月
に
県
内
外
よ
り
多
数
の
来

賓
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
中
心

演
目
で
あ
る「
ば
か
乗
り
」や「
競

馬
」、「
酒
々
井
音
頭
」
な
ど
と
と

も
に
、「
川
越
藩
に
よ
る
火
縄
銃

演
武
」
や
「
武
者
行
列
を
中
心
と

し
た
仮
装
行
列
に
よ
る
練
り
歩

き
」
な
ど
の
特
別
演
目
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、同
日
の
夜
に
は
、町
民
、

特
に
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
『
故
郷
の
思
い
出
』
づ
く
り

の
機
会
を
創
出
し
、
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
ふ
る

さ
と
花
火
観
覧
会
」
を
実
施
。
町

内
事
業
者
の
方
に
よ
り
約
２
０
０

０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

酒々井・千葉氏まつり「火縄銃演武」

第
４
回
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り

　
町
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
町
内
の
団
体
の
代
表
の
方
々
を
含
め
た
官
民
連
携
に
よ
る
「
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
令
和
元
年
度
を
節
目
の
年
と
位
置
付
け
記
念
事
業
を
企
画
、
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
主
な
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
感
染
の
拡
大
を
う
け
、
令
和
２
年
２
月
22
日
㈯
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
町
制
施
行

１
３
０
周
年
記
念
式
典
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

『
ふ
る
さ
と
酒
々
井
』へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す

町
制
施
行
一
三
〇
周
年
記
念
事
業

ふるさと花火観覧会

　
写
真
を
通
じ
て
町
の
地
域
資
源

を
再
認
識
・
再
発
見
す
る
こ
と
に

よ
り
町
へ
の
郷
土
愛
の
醸
成
や
地

域
へ
の
誇
り
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
、「
ふ
る
さ
と
酒
々
井
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
外
の
35
人
の
方
か
ら
79
点
の

応
募
が
あ
り
、
12
点
が
入
賞
し
ま

し
た
。
入
賞
作
品
は
、
令
和
元
年

11
月
に
開
催
し
た
酒
々
井
町
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
会
場
な
ど
で
展
示
し

ま
し
た
。

最優秀賞作品「直撃」

ふ
る
さ
と
酒
々
井

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
し
す
い
み
ん
わ
絵
本
」を
刊
行

　
町
内
に
は
、
町
の
自
然
と
歴
史

が
育
ん
だ
風
土
の
中
で
生
ま
れ
語

り
継
が
れ
て
き
た
１
０
０
話
を
超

え
る
民
話
や
伝
承
が
あ
り
、
町
の

子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
ら
の
民
話
を

通
じ
て
郷
土
に
対
す
る
愛
着
や
誇

り
を
育
む
と
と
も
に
、
町
の
魅
力

を
広
く
町
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
町
民
と
の
協
働

に
よ
り
「
酒
の
井
」「
カ
ン
カ
ン

ム
ロ
」「
小
僧
と
天
狗
・
文
殊
寺

の
桜
」
の
３
冊
を
平
成
31
年
３
月

に
刊
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
中
に
「
ひ
と
つ

く
ね
ん
ど　

と
お
せ
ん
ぼ
っ
こ
」

「
ぼ
た
も
ち
喜
兵
衛
」「
高
野
台
の

観
音
様
」
の
３
冊
を
新
た
に
刊
行

し
ま
す
。

　
文
化
芸
術
に
よ
る
子
ど
も
の
育

成
と
地
域
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
令
和
２
年
１
月
下
旬
に
町
内

各
小
学
校
の
３
年
生
を
対
象
に
、

プ
ロ
の
音
楽
家
と
の
交
流
事
業

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

フ
ル
ー
ト
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

に
よ
る
、「
し
す
い
み
ん
わ
絵
本
」

と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
な
ど
、
当
町
な

ら
で
は
の
「
し
す
い
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
プ
リ
ミ
エ
ー
ル

酒
々
井
に
お
い
て
開
催
し
、
文
化

芸
術
に
触
れ
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
企
画

・
地
方
創
生
推
進
室
☎

２
２
２

・
２
２
４

しすいみんわ絵本（３冊）

ふれあいミニミニコンサート
（大室台小学校３年生）

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

し
す
い
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
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全
国
的
に
「
た
き
火
」
に
よ
る

火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
中
の
佐
倉
市
、
八
街
市
お
よ
び

酒
々
井
町
で
発
生
し
た
火
災
件
数

は
83
件
で
、
出
火
原
因
の
第
１
位

は
「
た
き
火
」
で
す
。

　
た
き
火
を
し
て
い
る
間
は
、
必

ず
消
火
の
準
備
を
行
い
、
そ
の
場

を
離
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
き

火
が
終
わ
っ
た
後
は
、
確
実
に
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

た
日
に
、
た
き
火
を
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

〇
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

〇
寝
具
、
衣
類
、
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

わ
が
家
の
火
災
警
報
器
、
い
ま
す

ぐ
チ
ェ
ッ
ク

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て

も
危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

・
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ
も

を
引
い
て
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。
10
年
経
っ
て
い
な
く
て
も
、

故
障
な
ど
の
場
合
は
交
換
が
必
要

で
す
。

・
設
置
時
期
を
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た

と
き
に
記
入
し
た
「
設
置
年
月

日
」、
ま
た
は
本
体
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
製
造
年
」
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
市
八
街
市
酒

々
井
町
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
☎
（
４
８
１
）
１
２
１
７

﹁
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心
﹂

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動︵
３
月
１
日
～
７
日
︶

　
若
者
を
中
心
に
狙
わ
れ
る
詐
欺

被
害
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
知
り
合

っ
た
人
か
ら
「
簡
単
に
儲
か
る
仕

事
が
あ
る
」
と
誘
わ
れ
る
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
る
手
口
で
、『
情

報
商
材
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
「
誰
で
も
簡
単
に
儲
か
る
」「
利

益
が
出
る
ま
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
ら
安
心
」
な
ど
と
言
わ

れ
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
す
る
と
、

「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
」「
バ
イ
ナ

リ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
よ
く

分
か
ら
な
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
た

情
報
商
材
で
の
詐
欺
被
害
が
増
え
て
い
ま
す

若
者
に
増
え
て
い
る
「
簡
単
に
儲
か
る
」
と
い
う
詐
欺
の
手
口

ま
ま
断
れ
ず
に
契
約
し
、
お
金
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
お
金
が
足
り
な

い
場
合
は
、
消
費
者
金
融
な
ど
を

紹
介
さ
れ
、
借
入
金
の
契
約
を
勧

め
ら
れ
ま
す
。
不
安
を
感
じ
て
い

る
と
「
大
丈
夫
、
始
め
れ
ば
す
ぐ

に
返
せ
る
か
ら
」
な
ど
と
言
わ

れ
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
渡
さ
れ

た
り
、
情
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
り
し
て
始
め
ま
す
が
、
全
く
儲

か
り
ま
せ
ん
。
借
金
の
返
済
が
迫

る
と
、「
誰
か
紹
介
す
れ
ば
一
人

に
つ
き
〇
万
円
渡
す
」
と
言
わ
れ

た
り
し
ま
す
。
こ
の
詐
欺
は
契
約

書
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
紹
介
者

の
情
報
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
ア
ド
レ
ス
の
み
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。

　
友
人
な
ど
を
紹
介
す
れ
ば
、
人

間
関
係
が
壊
れ
る
だ
け
で
な
く
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
話
に
お
金

を
出
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
万

が
一
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
交
渉

の
余
地
は
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活

相
談
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
商
工

観
光
班
☎

３
４
５
・
３
４
６

消費生活

　ごみ収集カレンダーを３月19日㈭以降
に各自治会などを通じ、戸別に１部ずつ配
布します。
　また、３月19日㈭より、経済環境課窓
口でも配布します。お手元に届かない場合
は経済環境課までお問い合わせください。
　ごみの集積所は、毎朝気持ち良く捨てら
れるよう、地域できれいに管理しましょ
う。町指定のごみ袋に分別し、しっかりと
結んでから朝８時までに集積所に出すなど
マナー向上にご協力をお願いします。
問い合わせ　経済環境課環境対策室☎ ３
４２・３４４

令和２年度
ごみ収集カレンダーの配布について

ごみの出し方・収集日を
スマホでチェック！

Android
（Google play）

iOS
（App Store）

ダウンロード
はこちらから！

お住まいの地区を設定することで、ごみの収集日や
出し方などを簡単に確認できます！
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～町公共公益施設の工事のお知らせ～

　中央公民館では、８月ごろから公民館施設整備と
して、次の工事を実施します。
・ガス空調設備設置工事
・太陽光発電設備設置、および蓄電池設備設置工事
・ＬＥＤ照明設備設置工事
・高圧受電キュービクル設備改修工事
・アスベスト除去工事
　この工事の実施により、災害による停電時も、平
時と変わりなく公民館を運営することができ、安
心・安全な公民館としてご利用いただけます。
　なお、工事の期間中、公民館の一部が利用できな
くなります。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。
貸館ができない期間と施設（予定）
８月10日㈪～ ９月20日㈰　研修棟２階
９月10日㈭～10月20日㈫　研修棟１階
問い合わせ　中央公民館☎（４９６）５３２１

　役場の基幹的機能が集中している中央庁舎は、昭和47年に建築
してから47年が経過して老朽化が進んでおり、また、耐震性能の
基準を満たしていない箇所があるなどの課題を抱えています。
　この対応について検討を重ねてきましたが、公共施設を大事に
長く使っていくという方針のもと、80年使用することを目標と
して公共施設等総合管理計画に位置付け、耐震補強等改修工事に
ついて、令和２年度に着工できるよう準備を進めています。
　この工事では、耐震補強工事のほかに、防水工事や外壁補修工
事などの老朽化対策工事や、エレベーター設置工事などを実施
し、災害時の重要拠点としての機能の確保や庁舎を利用される方
の安全性や利便性の向上を図ります。
　なお、工事期間中の事務室の一部移転や移動が制限される箇所
など、工事の影響に関する内容については、後日、お知らせしま
す。
　工事期間中は、町民の皆さまにはご不便やご迷惑をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ　企画財政課管財班☎ ２２６

中央公民館施設整備工事 役場中央庁舎耐震補強等改修工事

広告

　令和元年度にリニューアルしましたＪＲ酒々井駅西口および東口自転車等駐車場において、４月１日㈬からの有料化
に伴い、出入口に機械式ゲートを設置する工事を実施します。工事期間中は臨時出入口を設けますので、そちらから入
退場をしてください。ご不便をお掛けしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　なお、３月中は無料開放されておりますが、４月１日㈬からは機械式ゲートにより入退場が管理されますので、４月
１日㈬時点で駐車されている自転車などで定期利用登録をされていない車両につきましては、一時利用の扱いとなりま
すのでご注意ください。
工事期間　３月２日㈪～３月１３日㈮まで（予定）
作業時間　９時～17時
※臨時出入口につきましては、現地看板にてご案内します。
※一時利用手数料につきましては、町民であるか否かを問わず、24時間ごとに自
転車は100円、原付は200円になります。
問い合わせ　まちづくり課維持管理班☎ １５２

JR酒々井駅西口・東口自転車等駐車場ゲート設置工事

ゲート設置イメージ
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入門式の様子

「しすい青樹堂」って？

し
す
い
ラ
イ
フ
に

を

輝
き

し
す
い
青せ

い
じ
ゅ
ど
う

樹
堂 

８
期
生 

募
集

募
集
内
容

参
加
者
の
声

　

中
央
公
民
館
で
は
、「
酒
々
井

を
知
り
・
し
す
い
ラ
イ
フ
に
輝
き

を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
し
す
い

青
樹
堂
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
４
月
に
開
講
す
る
「
し

す
い
青
樹
堂
８
期
生
」（
２
年
制
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
わ
が
町
「
酒
々
井
」
の
歴
史
や

文
化
・
自
然
に
触
れ
る
新
た
な
発

見
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
、
ゆ
か

い
な
仲
間
と
楽
し
く
豊
か
な
「
し

す
い
ラ
イ
フ
」
を
輝
か
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

受
講
日　
毎
月
２
回

受
講
時
間　
１
回
あ
た
り
10
時
～

12
時
と
13
時
30
分
～
15
時
30
分

受
講
期
間　
４
月
か
ら
２
年
間

対　

象　
町
内
在
住
の
方

定　

員　
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
年
間
５
０
０
０
円
（
受

講
料
お
よ
び
運
営
費
）、
そ
の
他

実
費
負
担
あ
り
。

申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
中

央
公
民
館
窓
口
で
、氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限　
３
月
31
日
㈫

結
果
通
知　
４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
青
樹

堂
担
当
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

【
入
門
の
き
っ
か
け
】

　
酒
々
井
に
長
年
住
ん
で
い
ま
す

が
、
酒
々
井
の
歴
史
を
学
ん
で
み

た
い
と
思
い
入
門
し
ま
し
た
。

【
酒
々
井
町
の
歴
史
に
つ
い
て
】

　
興
味
関
心
の
尽
き
な
い
講
座
内

容
で
、
古
い
歴
史
の
あ
る
町
に
住

ん
で
い
る
こ
と
に
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

【
地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
講
座
】　

　
町
の
活
性
化
に
何
が
大
切
か
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　しすい青樹堂１年生では、酒々井町および町外の自然、歴史、
文化、健康などの体験と知識に磨きをかけることを目指した学
習内容です。
　また、２年生では行政や身近な歴史、文化などに加え、地域
やまちづくりなどについて学びます。

町内の歴史視察

ネイチャーゲーム

ペーパーインセクト

※しすい青樹堂の学習内容（例）
「酒々井町の歴史」、「野鳥観察」、「町長講話」、「健康体操」、
「ネイチャーゲーム」、「世代間交流」、「町内外の施設見学」、

「介護の現状と体験」、「町内を歩いてみよう」、
「本佐倉城跡見学」、「薬と健康」、「経済と暮らし」、

「落語の世界」、「軽スポーツ」、「中高年の健康づくり」、
「ペーパーインセクト」、「模擬裁判体験」など

町内外の施設見学や自然観察などの
館外学習も予定しています。

　
長
年
の
経
験
と
知
識
に
更
に
磨
き
を
か
け
、集
ま
っ
た
仲
間
と
共
に
学
び
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
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講義にも熱が入ります！

グループ研究の様子

～
ま
ち
づ
く
り
の
指
導
者
へ
～

募
集
内
容

　
中
央
公
民
館
で
は
、
ふ
る
さ
と

酒
々
井
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
者
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
青

樹
堂
師
範
塾
」（
１
年
制
）
の
５
期

生
を
募
集
し
ま
す
。

　
主
な
学
習
内
容
と
し
て
、「
ま
ち

づ
く
り
」
に
必
要
な
専
門
講
座
の

実
施
、
課
題
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
課
題
分
析
、
お

よ
び
調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

受
講
日　
毎
月
２
回

受
講
時
間　
１
回
あ
た
り
10
時
～

12
時
と
13
時
30
分
～
15
時
30
分

受
講
期
間　
４
月
～
令
和
３
年
３

月
（
１
年
間
）

受
講
資
格　
町
内
在
住
の
方
で
①

ま
た
は
②
の
条
件
を
満
た
す
方

①
「
カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
」
ま
た
は

「
し
す
い
青
樹
堂
」
の
卒
業
生　

②
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
行
動
し
て
み
た
い
方

定　

員　
10
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費 　
年
間
５
０
０
０
円（
受

講
料
お
よ
び
運
営
費
）、
こ
の
他

に
実
費
負
担
あ
り
。

申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
中

央
公
民
館
窓
口
で
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限　
３
月
31
日
㈫

結
果
通
知　
４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
青
樹

堂
担
当
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　
「
青
樹
堂
」
と
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
酒
々
井
町
下

宿
に
実
在
し
た
石
井
平
兵
衛
さ

ん
が
開
い
た
手
習
い
塾
の
名
称

で
す
。

　
手
習
塾
（
寺
子
屋
）
で
は
読

み
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
が
中
心
で

す
が
、
青
樹
堂
で
は
、
こ
の
他

に
地
理
や
歴
史
、
道
徳
な
ど
も

教
え
て
い
ま
し
た
。
酒
々
井
で

は
教
育
に
力
を
入
れ
、
未
来
を

担
う
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で

い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
あ
る
青
樹
堂
の
名

称
を
現
代
へ
引
き
継
ぎ
、
生
涯

学
習
推
進
の
場
で
あ
る
公
民

館
で
の
主
催
事
業
の
総
称
を

「
酒
々
井
町
青
樹
堂
」
と
し
て

名
付
け
ま
し
た
。

　
青
樹
堂
で
は
、
生
涯
学
習
に

必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
、
地
域
の
皆
さ
ま

が
共
に
楽
し
く
学
べ
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
青

樹
堂
事
業
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。　

酒
々
井
町
青
樹
堂
と
は

公
民
館
主
催
事
業
の

総
称
で
す

て
く
だ
さ
い
。　

　しすい青樹堂が大学なら青樹堂師範塾は大学院。青樹堂師
範塾ではさまざまな講義を受講することはもちろんですが、
塾生が自ら行動し住みよいまちづくりを考える調査研究を行
います。あらゆる視点から酒々井町をよりよい街へ導くよう
なきっかけづくりを行っていただきたいのです。

「青樹堂師範塾」って？

※青樹堂師範塾学習内容（例）
「まちづくりのスキル」、「中高年の健康づくり」、「町長講話」、

「実践的スピーチコミュニケーションのすすめ」、
「身近な福祉を学ぶ」、「地域資源の発掘と活用」、
「酒々井町を学ぶ」、「町内外の施設見学」など

中高年の健康づくり 軽スポーツを楽しむ様子

青
樹
堂
師
範
塾 

５
期
生 

募
集
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隣
保
館
で
は
、
四
季
折
々
の
料

理
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
の
交

流
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
春
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
ミ
ニ
ホ
ー
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
で
も
使
え
る
簡
単
お
も
て
な

し
料
理
を
作
り
ま
す
。

日　

時　
３
月
８
日
㈰　
９
時
～

13
時

会　

場　
隣
保
館

講　

師　
小
別
當
ひ
ろ
子
さ
ん

参
加
費　
５
０
０
円
程
度
（
材
料

代
）
※
当
日
集
金
し
ま
す

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、

筆
記
用
具

定　

員　
12
人
（
申
し
込
み
先
着

順
）

申
込
方
法　
３
月
２
日
㈪
の
９
時

か
ら
、
電
話
で
隣
保
館
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
隣
保
館
☎
（
４
９

６
）
１
１
０
７

　
中
央
公
民
館
で
は
、
酒
々
井
町

青
樹
堂
（
公
民
館
主
催
事
業
）
と

し
て
「
コ
ス
モ
ス
会
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
近
年
、
受
講
生
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

指
導
は
日
本
語
で
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

日　

時　
原
則
毎
週
土
曜
日
の
14

時
～
16
時
（
３
月
は
７
日
㈯
、
14

日
㈯
に
実
施
予
定
で
す
。）

会　

場　
中
央
公
民
館

内　

容　
指
導
員
作
成
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
教
材
を
用
い
て
日
本
語
の

読
み
書
き
の
指
導
、
日
本
語
で
の

会
話
の
指
導
、
お
互
い
の
国
の
文

化
交
流
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し

て
い
る
た
め
、謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　
事
前
に
ど
の
言
語
を

扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
ど
分

か
る
と
、
指
導
の
準
備
が
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
見
学
か
ら
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

説
明
会
・
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

日
本
語
指
導

  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

コスモス会

お
・
も
・
て
・
な
・
し
！

簡
単
料
理
で

隣
保
館
料
理
教
室

　
ま
る
ご
と
し
す
い
で
は
、
町
内

の
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

特
産
品
開
発
、
販
路
の
支
援
、
特

産
品
の
展
示
、
販
売
（
土
・
日
・

祝
日
の
み
）、
観
光
案
内
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
飲
食
店
の
試
食
会

（
不
定
期
）
や
毎
週
水
曜
日
（
10

時
～
12
時
）
は
お
茶
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

住　

所　
飯
積
２

－

８

－

２

時　

間　
９
時
～
18
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）

問
い
合
わ
せ　
ま
る
ご
と
し
す
い

☎
（
３
７
６
）
６
８
１
０
、
経
済

環
境
課
商
工
観
光
班
☎

３
４
５

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
地
域
貢

献
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
自
身
の

介
護
予
防
の
推
進
と
、
い
き
い
き

と
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
説
明
会
、
お
よ
び
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
３
月
11
日
㈬　
10
時
～

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
２

多
目
的
室

内　

容　
「
フ
レ
イ
ル
っ
て
何
だ

ろ
う
？
」
～
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
で
き
る
取
り
組
み
～

講　

師　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
設
楽
勝
弘
さ
ん

対　

象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
介
護

保
険
班
☎

１
３
１
・
１
３
２

日　

程　
４
月
５
日
㈰
か
ら
各
日

曜
日

会　

場　
総
合
公
園
野
球
場
ほ
か

︻
抽
選
会
︼

日　

時　
３
月
21
日
㈯　
19
時
～

会　

場　
中
央
公
民
館
会
議
室

対　

象　
令
和
２
年
度
町
野
球
連

盟
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
３
月
６
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
☎
（
４

９
６
）
５
３
３
４

ま
る
ご
と
し
す
い
へ

お
越
し
く
だ
さ
い

情
報
発
信
館

春
季
町
内
野
球
大
会

町議会は３月３日㈫から開会予定
　３月定例議会は３月３日㈫から11日間の会
期で開催される予定です。なお、議会の本会議
は役場中央庁舎３階の議場で開催され、傍聴す
ることができます。議会の日程などの詳細は、
議会事務局にお問い合わせください。
問い合わせ　議会事務局☎ ２５１・２５２

施設内の様子
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短 歌

俳 句
扁へ

ん
が
く額
の
屋
根
よ
り
こ
ぼ
る
淑
気
か
な　
　
　
　
鈴
木　
遊
琴

ほ
う
と
う
の
湯
気
立
つ
先
に
白
き
富
士　
　
　
迎
田　
正
子

畔
行
け
ば
冬
青
草
の
丈
け
て
お
り　
　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

目
隠
し
て
阿お

多た

福ふ
く

描
き
初
笑
い　
　
　
　
　
　
荒　
　
裕
子

亀
甲
の
罅ひ

び

の
め
で
た
き
鏡
餅　
　
　
　
　
　
　
榎　
　
利
美

臘ろ
う
ば
い梅

の
乱
れ
咲
き
か
な
人
憶
ふ　
　
　
　
　
　
樺
山　
資
亮

鍋
釜
を
総
動
員
し
て
味
噌
作
り
胸
の
つ
か
へ
の
一
つ
が
消
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
山
内　
千
枝

泥
つ
き
の
大
根
貰
い
ふ
ろ
ふ
き
に
せ
ん
と
早
速
キ
ッ
チ
ン
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　
竹
下　
康
子

街
な
か
に
出
で
来
し
雌
熊
駆
除
さ
れ
つ
求
め
し
も
の
は
得
た
り
や
否
や　
　
　
　
　
近
藤　
教
子

声
が
で
る
見
え
る
聞
こ
え
る
歩
け
る
し
日
々
働
け
る
な
ん
と
有
難
き　
　
　
　
　
　
坂
田　
珠
愛

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付
をいただきました。（敬称略）
(金銭)・ＮＰＯ法人かがやけ酒々井まちづくり研究会
　　　  （藤原けい歌謡チャリティーショー）　　１万１１２円
　　  ・酒々井聖書キリスト協会　　　　　　　　 　1万円
　　   ・匿名３件　　　　　　　　　　　　　  ８千５７２円

ありがとう

　
２
月
14
日
、
町
郷
土
研
究
会
の

主
催
に
よ
る
「
七
草
粥
を
食
べ
る

会
」
が
中
央
公
民
館
講
堂
で
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者
１
０
１
人
に

は
、
町
内
で
採
れ
た
米
や
野
草
な

ど
を
使
っ
た
七
草
粥
、
天
ぷ
ら
な

ど
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
篠
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
中
心
と
な
る
「
伊
篠
区
民
館
」
が
新
た
に
完
成
し

た
こ
と
に
伴
い
、
同
館
の
施
設
で
利
用
す
る
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
な
ど
の
備
品
の
一
部
を
、

令
和
元
年
度
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
助
成
は
「
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
企
画
・
地
方
創
生

推
進
室
☎

２
２
４

七
草
粥
を
食
べ
る
会

伊
篠
区
民
館

町
で
採
れ
た
春
の
味
覚
を
満
喫

令
和
元
年
度
宝
く
じ
助
成
で
備
品
購
入

１０１人が参加した会場の様子

振る舞われた料理美味しい七草粥ができました！

文芸コーナー

　
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
に
貼
ら
れ
た
宝
く
じ

◀
助
成
の
シ
ー
ル

助
成
で
購
入
し
た
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
▼
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子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
検
診（
集
団
検
診
）

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
日
程　
︿
表
﹀
の
と
お
り

※
検
診
日
は
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
都
合
の
悪
い
場
合
は
変
更
で
き
ま
す

の
で
、
受
診
票
が
届
き
次
第
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間

子
宮
頸
が
ん
検
診

９
時
～
11
時
、
12
時
45
分
～
14
時

乳
が
ん
検
診

８
時
45
分
～
11
時
、
12
時
45
分
～
14
時

対
象
年
齢

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
以
上
の
奇
数
歳
の
女
性

※
昨
年
度
受
け
て
い
な
い
方
は
、
偶
数
歳
で

も
受
診
で
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
受
け
付
け
中

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

40
歳
代
の
奇
数
歳
・
50
歳
以
上
の
女
性

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
）

40
歳
代
の
偶
数
歳
・
30
歳
代
の
女
性

※
40
歳
代
の
乳
が
ん
検
診
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
と
エ
コ
ー
の
交
互
検
診
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
の
必
要
な
方

①
検
診
を
初
め
て
受
け
る
方

②
昨
年
受
け
て
い
な
い
方
※
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
受
け
て
い
な
い
方

検
診
費
用

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
、
エ
コ
ー
）
い
ず
れ
も
１
０
０
０

円※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方

次
に
該
当
す
る
方
は
、
検
診
費
用
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

①
75
歳
以
上
（
昭
和
20
年
12
月
31
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方
：
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
：
検
診
当
日
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
：
該
当
す
る
方

は
、
５
月
29
日
㈮
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
印
鑑
を
持
参
し
て
免
除
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検

診
名
）
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
ハ
ガ
キ
（
５
月
29
日
㈮
着
）、
②
Ｅ
メ
ー

ル
、③
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
、④
電
話
、

⑤
フ
ァ
ク
ス

注
意
事
項

①
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
一
日
に
検
診
の
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
日
に
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

③
６
月
上
旬
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
酒
々
井
町
中
央
台

４

－

10

－

１　

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

（
４
９
６
）
８
４
５
３

 kenkou

＠tow
n.shisui.chiba.jp

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

読
み
込
め
ま
す
。

　
健
康
推
進
員
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
と
酒
々
井
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
月
１
回
、
２
時
間
程
度
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
や

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
３
月
は
本
佐
倉
城
跡
（
本
佐
倉
）
方
面
を

歩
き
ま
す
。
来
年
度
の
４
月
以
降
の
予
定
は

「
令
和
２
年
度
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
汁
物
塩
分
測
定
も

実
施
し
ま
す
。

日　

時　
３
月
16
日
㈪（
受
け
付
け
９
時
～
）

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

受
け
付
け
な
ど　

９
時
か
ら
受
け
付
け
し
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定
）を
行
い
ま
す
。

自
宅
に
血
圧
計
が
あ
る
方
は
測
定
し
て
き
て

く
だ
さ
い
。
９
時
20
分
よ
り
準
備
体
操
を
開

始
し
ま
す
。

持
ち
物　
歩
き
や
す
い
靴・服
装
、
飲
み
物
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
汁
物
塩
分
測
定
希
望
の
方

は
30
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
汁
物

注
意
事
項　
次
の
場
合
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

・
最
高
血
圧
１
８
０
㎜
Hg
以
上
、
ま
た
は
最

低
血
圧
１
０
０
㎜
Hg
以
上
の
方

・
安
静
時
の
脈
拍
が
１
１
０
拍
以
上
、
ま
た

は
40
拍
以
下
の
方

・
体
調
不
良
の
自
覚
症
状
の
あ
る
方

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
令
和
元
年
度
か
ら
集
団
検
診
と
個
別
検

診
の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
個
別
検
診
は
委
託
医
療
機
関
で
９

月
～
12
月
に
実
施
の
予
定
で
す
。

　
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
広
報
紙
、
回

覧
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＜表＞検診日程

日
　
程

検
診
の
種
類

６
月
24
日
㈬
子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

６
月
29
日
㈪
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ・エ
コ
ー
）

７
月
２
日
㈭
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ・エ
コ
ー
）

７
月
３
日
㈮
乳
が
ん（
エ
コ
ー
）

７
月
10
日
㈮
子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

７
月
22
日
㈬
子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

健
康
推
進
員
と
一
緒
に

ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

＆
汁
物
塩
分
測
定

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ
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今月の行事

　　予防接種　委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ・
３種混合・４種混合・日本脳炎・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘・B 型肝炎

小学校６年生 ジフテリア破傷風混合
小学校６年生～
高校 1 年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

成人・高齢者 麻しん風しん混合・肺炎球菌

◎印旛郡市小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時～23時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～２３時
☎＃7009　ダイヤル電話からは☎０３（6735）8305

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

診療日時
診療日 診療時間

月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
９時～17時

19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　　科  ３月20日 10時～17時

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

日 内　　　容 受付時間・会場

4日㈬
乳
児
相
談

10カ月児
H31. ４月生

10時～11時
保健センター

４カ月児
R１. 10月生

13時30分～14時30分
保健センター

24日㈫ ３歳児健康診査
H28. ８月・９月生

12時45分～13時15分
保健センター

2日㈪
9日㈪

16日㈪
23日㈪
30日㈪

健康相談・歯科健康相談 ９時30分～11時
保健センター

酒
々
井
町
健
幸︵
け
ん
こ
う
︶ポ
イ
ン
ト
事
業

～
特
典
の
引
き
換
え
は
３
月
19
日
㈭
ま
で
～

 

令
和
２
年
度

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

全
戸
配
布
し
ま
す
。

３
月
は

﹁
自
殺
対
策
強
化
期
間
﹂で
す

　
令
和
元
年
度
酒
々
井
町
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事

業
に
応
募
し
、
当
選
し
た
方
に
対
し
て
２
月

に
当
選
ハ
ガ
キ
を
通
知
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

引
き
換
え
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
へ
当
選
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
特
典
と
交
換
し
ま
す
。

　
な
お
、
引
き
換
え
期
限
は
、
３
月
19
日
㈭

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
が

一
目
で
わ
か
る
「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
３
月
終
わ
り
の
回
覧
で
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　
３
月
19
日
㈭
以
降
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
健
康
福
祉
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
月
は
、
自
殺
で
亡
く
な
る
方
の
数
が
最

も
多
い
月
で
す
。
心
の
悩
み
を
抱
え
た
り
、

自
殺
に
つ
い
て
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
ご
家
族
・
友
人
・
同
僚
周
り
の
人

は
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
た
り
、
自
殺
に

つ
い
て
思
い
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

相
談
窓
口　

・
千
葉
い
の
ち
の
電
話
☎
（
２
２
７
）
３
９

０
０

・
千
葉
い
の
ち
の
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ

ー
ル
相
談

 https://w
w

w
.chiba-inochi.

jp/・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
１
２
０
（
２
７
９
）
３
３
８

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

名前　酒々井町　保健センター
ユーザー名　＠ｓ_town_kenkou
　検診・健診や健康づくりに関する教室などの情報をお
知らせします！ツイッターアカウントをお持ちの方はぜ
ひフォローをお願いします！！
問い合わせ　保健センター 

酒々井町保健センター
公式twitter開設中！！



R 2. 3. 1 19

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　4月1日㈬～4月30日㈭
固定資産課税台帳の閲覧　　 4月1日㈬～随時
令和２年度の固定資産税納税通知書は4月10日㈮に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班☎　114・115内

納付期限
3月2日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第４期
第８期
第６期
第８期

3月の

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
 ５日㈭、19日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

町社会福祉協議会☎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談
12日㈭、26日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

人権相談 10日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第１会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３８
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３８
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　     （２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 10日㈫　13時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 原則　木・金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※相談を希望される場合は、事前にご連絡ください。

消費生活相談
 ３日㈫、10日㈫、17日㈫　役場中央庁舎１階会議室
24日㈫、31日㈫　　　　　10時～15時 経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時　中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 12日㈭　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎ １２１・１２２

　茶道を通しておもてなしを学びま

す。毎年、秋の町民文化祭で《こども

茶会》を行っています。（文化庁補助

事業）

日時　毎月第３土曜日　９時30分～11

時30分

会場　町中央公民館

対象　原則小・中学生、保護者

定員　10人

参加費　毎月７００円

申し込み　随時受け付けています。

講師　表千家教授　田浦丈子氏

主催　清閑会　代表　阿部宗子（町社

会教育関係団体）

問い合わせ　阿部☎（４９６）４４７

３、萩原☎０９０（７７３３）３０８

４浅野☎０９０（８７４４）４７２２

募集人数　若干名

対象　18歳以上（高校生不可）の方

業務内容　草刈り・物品の販売など

勤務期間　４月１日㈬～３月31日㈬

勤務時間　10時～16時、週２日～３日

賃金　時給９５２円  

申し込み方法　経済環境課へ履歴書（写

真添付）を提出してください。後日、

面接を行います。

問い合わせ　経済環境課商工観光班☎

３４５

 

　千葉財務事務所では、無料の債務相

談窓口を開設しています。相談内容に

より解決のための助言を行い、必要に

応じ法律専門家を紹介します。相談は

無料、秘密は厳守します。一人で悩ま

ず、ご相談ください。

受付時間　月～金曜日（祝日を除く）

８時30分～12時、13時～16時30分

問い合わせ　財務省関東財務局千葉財

務事務所債務相談窓口☎（２５１）７

８３０、千葉市中央区椿森５－６－１

 

　労働災害や職業病など、労災に関し

てお困りのことはございませんか？弁

護士、労働安全衛生管理者、ソーシャ

ルワーカーなどが相談を受け付けま

す。お気軽に足をお運びください。

日時　３月28日㈯　13時～16時

会場　船橋市勤労市民センター

参加費　無料

※予約は不要です。当日会場にて受け

付けます。

問い合わせ　千葉中央法律事務所☎（２

２５）４５６７

募　集

伝統文化こども茶道教室
参加者募集

しすい・ハーブガーデン
スタッフ募集

相　談

返しきれない借金で
悩んでいませんか？

第514回
労災職業病なんでも相談会
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期日・内容　３月５日㈭「自宅で出来

る転倒予防」、３月12日㈭「健康寿命を

延ばす　栄養と食事（減塩編）」、３月

19日㈭「そうだったのか！クスリのリ

スク！目からうろこのクスリのお話」、

３月26日㈭「最近むせる！　これって

～誤
ご え ん

嚥？？？」

時間　いずれも14時～15時

会場　千葉しすい病院会議室

参加費　無料

定員　25人（先着順）

問い合わせ　千葉しすい病院総務課☎

（４８１）８１１１

日時　３月７日㈯　13時30分～16時

会場　佐倉市中央公民館

申し込み・参加費は不要。（初参加の

時のみ、テキスト代１，２００円）

※聞こえに関係なく、誰でも参加でき

ます。

※すべて要約筆記（話を要約して、ス

クリーンに映す）でサポートします。

問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴者

・難聴者協会　印旛事務所 （４６１）

６５３３、本部事務所☎０４７（４３

２）８０３９（月・水・金の13時～17

時）

　令和元年、千葉県を襲った台風15号

・19号および10月25日の豪雨災害。酒

々井町でも多くの方が被災されまし

た。いつ来るかわからない自然災害へ

の備えについて、昨年の災害を振り返

りながら、皆さんで考えてみませんか？

日時　３月14日㈯　10時～12時

会場　町中央公民館１階講堂　　　

内容　①風水害への日頃の備えや災害

の対応について、②台風15号・19号、

10月25日豪雨災害に関するボランティ

ア活動について、③台風15号・19号、

10月25日豪雨災害における酒々井町の

被害状況などについて、④台風15号・

19号、10月25日豪雨災害における社会

福祉協議会の対応について

講師　①、②公益社団法人ＳＬ災害ボ

ランティアネットワーク・千葉　片桐

卓氏、③町総務課危機管理室職員、④

町社会福祉協議会職員

定員　１００人

参加費　無料

申込期限　３月６日㈮

申し込み・問い合わせ　町社会福祉協

議会☎（４９６）６６３５

　現在、ボランティア保険に加入され

ている方（個人、団体）、災害ボラン

ティア保険に加入されている個人の方

は、３月31日㈫に補償期間が終了とな

ります。４月以降に継続してボラティ

ア活動を行う方は、３月13日㈮までに

保険加入の手続きをお願いします。

　新規にボランティア活動をする方（個

人、団体）や被災地でボランティア活

動を行う方も、ボランティア登録、お
よび保険加入の手続きをお願いします。

※災害ボランティア保険については、

インターネットでも加入ができるよう

になりました。

 https://www.saigaivc.com/insurance/

問い合わせ　町社会福祉協議会☎（４

９６）６６３５

　３月29日㈰に

第39回佐倉朝日

健康マラソン大

会～小出義雄メ

モリアル～が開

催されます。午

前９時30分に多くのランナーが佐倉

市岩名運動公園陸上競技場をスタート

します。

　このため、大会当日は、フルマラソ

ンコースとなる中平橋付近（酒々井町

中川付近から印西市平賀方面）で９時

40分から11時頃まで通行止めとなりま

す。また、周辺道路も一部で交通規制

（９時30分～15時30分頃）が実施され

ます。

　ご迷惑をおかけしますが、路上駐車

の禁止やコースの安全確保などへのご

協力をお願いします。

問い合わせ　佐倉朝日健康マラソン大

会実行委員会事務局☎（４８５）２９

２９

中途失聴・難聴者のみなさんへ
【手話学習会＆ミニ懇談会】

風水害に備える
～令和元年度防災講座～

千葉しすい病院
院内医療講演会

お知らせ

ボランティア保険の
加入手続きについて

第39回佐倉朝日健康マラソン大会
交通規制にご理解とご協力を

お願いします。

　移動交番は各種届け出の受理や周辺

の警戒、巡回パトロールなどを行い、

地域の実情に沿った情報発信や犯罪抑

止活動を行います。

開設予定日時と場所
・スーパータイヨー酒々井店

３月６日㈮　10時～11時30分

・ＪＲ酒々井駅前交流センター

３月10日㈫　14時～15時30分

３月23日㈪　10時～11時30分

・酒々井プレミアム・アウトレット

３月６日㈮　14時～15時30分

３月27日㈮　14時～15時30分

※開設日は変更する場合があります。

問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交

番係☎（４８４）０１１０

　県内における電話de詐欺の被害は例

年深刻な状況が続いており、令和元年

は１，４０９件、25億円を超える被害

が発生しました。

　例年、３月は電話de詐欺の被害が増

加する傾向があります。「怪しい」電

話がかかってきたときは、一人で判断

しないで家族や警察にご相談くださ

い。また、留守番電話機能などを活用

して、不審な電話には出ないようにし

ましょう。

〇この電話、詐欺かな？と思ったら

電話de詐欺相談専用ダイヤル☎０１２

０（４９４）５０６（ヨクシコール）

平日８時30分～17時15分（土・日曜

日、祝日、年末年始を除く）

　上記以外は、最寄りの警察署にご相

談ください。

問い合わせ　県くらし安全推進課☎（２

２３）２２９９

３月の移動交番開設日

ＳＴＯＰ！電話de詐欺
～３月は電話de詐欺の被害が

増加傾向～
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期日　３月14日㈯

時間　上映会：第１回10時～11時50分、

第２回13時～14時50分、第３回18時～

19時50分

木村泰子さん（大阪市立大空小学校初

代校長）講演会：15時～17時30分

会場　プリミエール酒々井文化ホール

（第３回上映会のみ会議室）

内容　大空小学校が目指すのは「不登

校ゼロ」。ふつうの公立小学校の挑戦

を追ったドキュメンタリー映画。

参加費　大人９００円（当日９９５

円）、高校大学生５００円、中学生以

下無料

チケット取扱店　セタ薬局、ひまわり

薬局、カフェひだまり、ヤマヤ書店、

みんなの居場所ＫＯＫＯ

主催　「みんなの学校」inしすい上映

委員会

後援　町教育委員会　ほか　　

申し込み・問い合
わせ　タカオルー

フ☎（４９７）１

１２５
 https://minna

nogakko-shisui.zohobackstage.com/

　皆さまに愛されて

10年、おかげさまで

「五色豆」も酒々井

の顔になりました。

今回も、大勢の方に

たくさん笑ってもら

い寿命を延ばしてい

ただきます。

日時　３月15日㈰　開場13時、開演13

時30分～16時30分

会場　プリミエール酒々井

参加費　無料

主催　五色豆

後援　酒々井町

問い合わせ　山岸文雄☎０９０（１６

９４）３８０２

催し・講座

上映会＆講演会
映画「みんなの学校」inしすい

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

朝市 夕市

木曜市
木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催
朝　市＝役場駐車場（6時30分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）インフォメーション

五色豆十周年お花見寄席

　伊豆神社には、安産のご利益がある

と地域の人々に親しまれている子安神

社のほか、千葉県の古木50選にも選ば

れた、樹齢およそ７５０年と言われる

町指定文化財『飯積の大杉』があるこ

とで知られています。

　当日は、手作りの甘酒の無料配布（10

時～14時）や、ミニぞうり（先着30人）の

プレゼントがあります。

問い合わせ　篠原嘉男☎（４９６）０

８２６

 

　僕たちの青春を合言葉に昔懐かしの

今なお人気の「ビートルズ」、「ベン

チャーズ」、南国ムードのウクレレ・

懐かしのアメリカンポップス、ジャズ

バンドの演奏があります。懐かしのサ

ウンド・歌を楽しんではいかがですか。

フラチームが応援に駆け付けます。

日時　３月21日㈯　開場12時、開演12

時30分

会場　プリミエール酒々井文化ホール

※駐車場は、臨時駐車場もご利用いた

だけます。

定員　３５０人（先着順）

入場料　無料

出演者　Ｔｈｅ　Gｒｏｕｐ　＆　Ｉ

（ビートルズコピーバンド）、成田ベ

ンチャーズ、ココナッツ・アイランド

しすいウクレレサークル、シルバー・

ウイングス、ノア・ブリーズ、アヴァ

ブビ　オ　ケ　アオ（フラ）

問い合わせ　吉田☎０９０（２２１３）

１５３４

　「ＮＰＯ法人輝け酒々井まちづくり

研究会」は、新日本フィルハーモニー

の主力メンバーを中心に編成されたミ

レ　カルテットを迎えて弦楽四重奏の

音楽会を開催します。皆さんのご参加

をお待ちしています。

日時　３月22日㈰　開演14時

会場　プリミエール酒々井文化ホール

チケット　前売り券２，０００円、当

日券２，５００円

販売場所　まがり家、ひまわり薬局、

カフェひだまり　ほか

主催　ＮＰＯ法人輝け酒々井まちづく

り研究会

後援　酒々井町

問い合わせ　ＮＰＯ法人輝け酒々井ま

ちづくり研究会　山本☎０８０（２５

６６）３２３３、杉山☎０９０（５８

０１）８３９７

　しすいオレンジカフェは、認知症の

方やそのご家族、認知症に関心のある

方など、誰でも参加でき楽しく過ごす

場所です。出入り自由ですのでお気軽

にご参加下さい。出会い、おしゃべり

で認知症を理解していきませんか。

日時　３月28日㈯　10時～12時

会場　町中央公民館講堂　

ミニ講座　今月は10時30分～11時30分

まで「認知症サポーター養成講座」を

開催します。「認知症サポーター」は何

か特別なことをする人たちではありま

せん。認知症を正しく理解し、認知症

の方やその家族を地域で温かく見守り、

自分にできるお手伝いをする認知症サ

ポーターになりませんか？

講師　地域包括支援センター職員

参加費　無料

※コーヒー、紅茶、クッキーなどを提

供します。

問い合わせ　町

地域包括支援セ

ンター（役場西

庁舎１階）☎（４

８１）６３９３

出かけてみませんか！
３月19日㈭は飯積の伊豆神社の祭礼

ミレ　カルテット弦楽四重奏
コンサートinしすい

３月のしすいオレンジカフェ
認知症を地域で支えよう

酒々井町制施行130周年記念事業
僕たちの青春

第13回おじさんずライブinしすい
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日　29日㈰　8:30 ～ 12:00

子育て支援センター あいあい
子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー 3月
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日　　時 内　　　容
 ２日 ㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
 ３日 ㈫ 10時30分 ふれあい遊び『餅つきごっこ』

  ５日 ㈭ 10時30分 保健センター
健康づくり講座『骨密度測定』

10日 ㈫ 10時 編みむめも※かぎ針と毛糸のある方
はお持ちください

11日 ㈬ 10時30分 音楽で遊ぼう（国吉さん）

12日 ㈭・13日 ㈮
①10時②10時50分

フォトコラージュ
※各回定員10名(要予約)
※材料費100円

16日 ㈪ 10時30分 誕生会
19日 ㈭ 10時30分 作って遊ぼう『鳴子』
23日 ㈪ 10時30分 折り紙の会

しょうえん　こども こそだてルーム
日　　時 内　　　容

  ４日 ㈬ 10時 子育てコンシェルジュ　出張相談日

 ７日 ㈯  ９時15分 こども園体験～こども園保育総合発
表会の見学　※要予約

12日 ㈭ 10時30分 ベビーマッサージ※要予約
※オイル代として50円当日集金

13日 ㈮ 10時10分 はじめて見学会
14日 ㈯  ９時45分 土曜開放日
25日 ㈬～ 31日 ㈫
10時

子育てリサイクルデー
（中古の玩具衣類など）

※乳児棟園庭開放　随時実施中
※幼児棟園開放　　３月６日㈮　上段のみ10時
　　　　　　　　　　　　　　  全面　  10時30分
会場・問い合わせ　昭苑こども園　☎（４９６）３２３８
しょうえんこどもこそだてルーム ☎０９０（３９０５）
７４５１

３月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　　 2、9、16、23、24、30日
　　　　図書館　   2、9、16、19、23、24、30日
問い合わせ　プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　   14日㈯　10時30分～
　　　　　　　　22日㈰　15時～
わらべうたの会　12日㈭　10時30分～

図書館

※ 3/26㈭の９時から11時はスタッフ会議のため、保育
士は不在です。

会場・問い合わせ　子育て支援センターあいあい
☎（２９０）９７９０

みんなおいでよ！園庭開放

　２月３日、毎年恒例の節分の豆まきが、町立中央保育園と町立岩橋保育園で行われました。
当日は天気にも恵まれ、園児たちの元気溢れる豆まきのかけ声が園庭に響きました。

町
内
の
保
育
園
で

　
　
節
分
の
豆
ま
き

保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021 11日㈬ 親子で体操 乳

幼
児
と
保
護
者

中央保育園
☎（496）1274

 ４日㈬ 大型紙芝居

11日㈬ 読み聞かせ

時間　９時～ 11時　問い合わせは各保育園へ

酒々井町公式Twitter
　町は酒々井町公式Twitter(ツ
イッター)を開設し、行政情報やイ
ベントなど、町の魅力を情報発信
しています。ツイッターのアカウン
トをお持ちの方は、ぜひフォローを
お願いします。

名　称　酒々井町役場
アカウント　＠shisui_town
URL 　https://twitter.com/shisui_town
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎ ２２３

みんなで鬼を退治！（岩橋保育園の様子）鬼は～外、福は～内！（中央保育園の様子）


